
ほほけけんんだだよよりり  ６６月月  
   

梅雨の季節に入りました。すっきりしないジメジメした日が続きます

が、天気が良いと夏のように暑くなる日もあります。気温が上下する 

時期でもありますので、体調に気をつけましょう。 

 また、雨の多い季節は室内で過ごすことが多くなります。ろう下や教室 

を走りまわると、人とぶつかったり、ガラスが割れたりしてケガにつなが

ります。とても危険ですのでやめましょう。 

  
  
  
  
 

『おくりたい 未来の自分に きれいな歯』 
上記は文部科学省から発表された今年の標語です。歯は、

一生付き合う大切なもの。そして、虫歯は放っておいても

治りません。放っておく時間が長ければ長いほど、治療の

時間も長くかかります。歯科検診で治療勧告書をもらった

人は早めに治療して、受診報告書の提出をお願いします。 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

２２００１１５５年年６６月月２２日日  

    貝貝塚塚市市立立第第一一中中学学校校    

保保  健健  室室  

                    

歯科検診   ６月 ４日（木）１年生 

  

●こんなことを調べます 

  ・虫歯があるかどうか 

  ・歯ぐきの病気があるかどうか 

  ・歯並びはよいかどうか 

  ・かみ合わせはよいかどうか 

  ・あごの関節の状態はどうか 

 ●注意すること 

朝、忘れずに歯をみがいて来てください。 

検診の前は、ぶくぶくうがいをしましょう。 

 

心心臓臓検検診診２２次次（（対対象象者者ののみみ））  ６６月月２２３３日日（（火火））  

●●ここんんななここととをを調調べべまますす  

    心心電電図図ををととりり、、心心臓臓にに異異常常ががなないいかかをを調調べべまますす。。  

  心心臓臓はは毎毎日日休休むむここととななくく動動きき続続けけてていいるる働働ききもものののの臓臓器器でですす。。  
健健康康なな生生活活をを安安心心ししてて送送れれるるよよううにに心心臓臓のの状状態態をを正正ししくく知知りり、、  
突突然然のの心心疾疾患患をを防防ぎぎまますす。。  

●●検検査査のの受受けけ方方  

    ①①胸胸やや手手、、足足首首にに器器具具ををつつけけるるたためめ、、  

上上半半身身のの服服はは脱脱ぎぎ、、ははだだししににななっってて  

ベベッッドドにに横横ににななりりまますす。。  

    ②②器器具具ををつつけけててももららいい、、指指示示にに従従いいまますす。。  

    ③③検検査査がが終終わわるるままでで全全身身のの力力をを抜抜いいててリリララッッククススししまますす  

  

 

歯みがきできないときは、 
うがいを！ 

 
みなさんが知っている通り、むし歯の予防には 

歯みがきが効果的です。しかし、いつもすぐに歯

みがきができるとは限りません。そんなときは 

水でうがいをしましょう。 

口の中にある糖分を 

洗い流すことができます。 

 

 

 

お菓子は、 
「量」より「回数」に注意！ 

 
むし歯の原因は甘いもの（糖分）です。 

お菓子をだらだらと食べていると、 

常に口の中が甘いものでいっぱい 

の状態になり、むし歯になりやすく 

なります。お菓子のだらだら食べを 

しないように注意しましょう。 

★★６６月月のの保保健健行行事事予予定定★★  



 もうすぐ・・・                                             

 

 

 ６月１７～１９日 

 

   ６６月月１１６６・・１１７７日日  

  

普段の学校生活とは違った環境で学習するチャンス！ 

目的をもって出かければ、楽しさもぐんとアップします！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●薬は自分で持っていきましょう。 

 →頭が痛くなったときや、お腹が痛くなったとき・・・ 

  先生や友達から薬をもらうことはできません。少しでも丌安がある人は、 

念のため家にある薬を持ってくるとよいでしょう。 

●決められた服装で、ルールを守って。 

  自由な格好をしたり勝手な行動をするとケガにつながります。ルールを守って参加しましょう。 

みんなが 

楽しく過ごせるように・・・ 

～保健室からの 

アドバイス～ 

○日ごろから飲んでいる薬は 

忘れずに持っていきましょう。 

○新しい靴をはいて行かない。 

 →はきなれていないと、くつずれし

たり、足を痛める原因になります。 

○女子は生理用品を持っていく。 

○ばんそうこうやポケットティッ

シュを少し持っていれば、ちょっ

としたケガのときに便利！ 

 

丌安なことや、何か気になること 

があれば、事前に担任の先生か 

保健室に相談しましょう。 

× 

  

 

  注意！ 熱中症に 

     気をつけて 
 

熱中症は、最高気温が３０℃以

上の日や、最低気温が２５℃以下

にならない日が続くときに発生

しやすく、７月下旬～８月上旬に

かけて急増します。 

 

 ６月は、それほど 

気温は高くないので 

すが、雨が多く湿度 

が高いこと、体が暑さになれてい

ないことなどから、熱中症が発生

する危険があります。 

 

 湿度が７０％を 

超えているとき、 

激しい運動をする 

ときには特に注意 

が必要です。 

  

こまめに水分を 

とり、体調が悪い 

ときは部活動顧問の先生に申し

出るなどして、無理な運動は控え

ましょう。 

 

日頃からしっかりとごはんを

食べ、たっぷりと睡眠をとり、熱

中症を予防しましょう！ 


